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図 5 鏡筒、実は塩ビ管 

 
3.4 「どこでも望遠鏡」の製作費 

 今回の製作費は以下のとおりです。 
鏡筒本体：約 2,000 円 
鏡筒バンド等：約 1,000 円 
デジカメ：手持ちの物を利用 
     （中古で 1～2 万円程度） 
単眼鏡 ：約 2,000 円 
その他 ：約 1,000 円（塗装等） 

 
4. 実際の使用 

 坂下星見の会では、地域で移動プラネタリ

ウムを使ったイベントを行っており、今回紹

介した「どこでも望遠鏡」は、その中で、プ

ラネタリウムの待ち時間に見てもらう、また

はブースに立ち寄ったお客様に宇宙・星への

興味を持ってもらうためのツールとして利用

している。 
 

 
図 6 移動プラネタリウムの前に設置 

4.1 お客様の反応 

 普段見ることが少ない望遠鏡があるだけで、

興味を持って覗いていただける方が多いが、

この場合、室内であっても、カーテンを開け

た方に向けておかないと、何も見えないもの

と思われ素通りされてしまうことがあるので

注意が必要です。 
 お客様の反応としては、以下のとおりです。 

 
【子供】 
・星が見える！月が見えるよ！ 
・うそ！あっ本当に見える。早く代わって！ 
・じーっと、無言で見続ける 
 
【大人】 

・星が見えるわけがないだろう・・・あっ（笑） 
・この望遠鏡は、雲の先の星がみえるのだよ

（と、お子様に得意げに解説） 
 
といった具合に、風景（または天井）が見え

ると思って覗いてみたら、意外なことに星が

見えるので、そのギャップに子供達は純粋に

喜び、大人達は笑っていただける光景が広が

っています。 
 また、今時の光景として、子供たちは教え

てなくてもコリメート撮影を開始し、星雲撮

影を楽しんでいます。 
 

 
図 7 お客様の様子 
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図 8 コリメート撮影風景 

 
4.2 関係者の反応 

 関係者の反応としては以下のとおりです。 
 
・なるほど（笑）、これはいい！ 
・中はどうなっているの？ 
・欲しい！作ってみたい！ 
 
 仕組みは説明しなくても一瞬でわかっても

らえるのですが、実装までは想像つかないら

しく塩ビパイプとデジカメで作ってあること

を説明すると、びっくりされる方が多いです。 
 また特殊な操作もないため、初めてのスタ

ッフの方もすぐに説明員となってお客様に星

を見せることが可能です。 
 

 
図 9 関係者の様子 

5. 欠点と今後 

 この「どこでも望遠鏡」は、天候不順、昼

間のイベント時における疑似望遠鏡として強

力なツールとして利用できるのであるが、い

くつかの欠点もある。 
 
・デジカメのスライドショー機能を使ってい

るため、指定した画像が出せない 
・今回のデジカメでは、動画（一部対応）の

連続再生ができない 
 
 これら再生の欠点は、デジカメの再生機能

に依存しているため、仕方のない面もあるが、

最近の機種は機能豊富なのでそれらが使用可

能か、または、ラズベリーパイ等の小型コン

ピュータを使用して遠隔操作ができないか等

を含め検討中です。 
 
6. おわりに 

 昼間のイベントで星の見えない望遠鏡が、

オブジェとしてぽつんと置いてある状態をな

んとかしたいと思って考えたものであるが、

自分の思っていた以上にお客様、仲間内から

の反響が大きかった。 

 今後もこの「どこでも望遠鏡」を使用して、

星を見る楽しさを来ていただいたお客様に伝

えることができればと思っています。 

 

 
森下 和則 

 


